














































































































































































追加資料 
 
  （建設省・道路公団関係調査遺跡） 
 
事業者 事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 面 積 措 置 備 考

建設省 一般国道 23 号 
中勢道路 

森山東遺跡

太田遺跡 
津市長岡町・安東町 7,500 ㎡ 発掘 

調査 
2 遺跡

 



森山東遺跡 
一般国道２３号 
中勢道路建設事業 

県教委・津市教委 
(増田安生･和気清章) 

S63.8.1～ 
H1.3.15 

4,230 ㎡ 

 森山東遺跡は、行政上津市長岡町に属し、現況は標高 7～8m の水田である。上層 4,230
㎡、下層 3,000 ㎡を発掘調査した。便宜上、美濃屋川流水路付近をＡ地区とし以下南に、

Ｂ・Ｃ・Ｄ地区を設定した。Ａ地区北辺において平安時代末～鎌倉時代の掘立柱建物数棟

を検出し、各時代にわたり流路が変化した美濃屋川旧流水路が確認された。流水路遺物と

して幕末期かと思われる阿漕焼銚子、椀がある。 
 Ｂ地区では、古墳時代後期溝、条理溝と推定される幅 4ｍの東西溝、３間×２間の掘立柱

建物約十棟あまりの掘立柱建物群、付属施設かと考えられる土坑群等が検出された。 
 下層遺構では、伊勢平野部での最初の発見となった弥生時代小区画水田がある。当初Ｃ

地区において逆Ｌ字状に伸びる大畦畔に限られる水田及び足跡を検出した。次いでＢ・Ｄ

地区を発掘し、総面積 3,000 ㎡中に、一辺 3～4ｍの小区画水田が 284 面確認された。 
 

太田遺跡 
一般国道２３号 
中勢道路建設事業 

県教委・津市教委 
(浅生悦生･油田秀紀) 

S63.8.1～ 
H1.2.10 

3,400 ㎡ 

 太田遺跡は森山東遺跡の南に続くもので、現況は標高 7.2ｍの水田地域。中勢道路敷地内

の遺跡面積は約 8,000 ㎡におよぶが、遺跡・遺物などが希薄な地域はトレンチ調査区とし

たので、3,400 ㎡を発掘調査した。 
 遺跡の北半分（Ａ地区）では、現水田面下約 1ｍから旧自然流水路（幅 15ｍ・深さ 2ｍ）

が発見され、多量の弥生時代中期～古墳時代後期の土器、木製品、銅鐸形土製品などが出

土した。また、旧自然流水路の外側の下層調査ではヨシ束を人工的に敷いた状態の溝状遺

構も検出された。遺物は、土師台付甕、高杯、小型丸底壺の出土が多い。銅鐸形土製品は

県下 2 例目で、鈕と鐸身１／２欠失するが残りは良い。狭鍬、組合せ鋤、堅杵、槌などの

農耕具の他、杭や壁板・梯子などの建築材などに貴重ものがある。 
 南半分のＢ地区は、砂質化した自然堤防的な所にあり、かなり削平されており遺構は少

なかった。古墳時代の溝数条と、柱穴が検出された。 
 調査遺跡は、沖積低湿地を南北に横切るもので、集落と低湿地との関係を知る上で貴重

な遺跡である。 
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